
大正２年白秋２８歳の誕生日

に第一歌集『桐の花』が発刊さ

れました。『桐の花』には、短

歌４５０首とともに「桐の花と

カステラ」など６つの「小歌論」

「詩文」も加えられています。

自然の推移に任せて「春」「夏」

「秋」「冬」「心」の５章からな

り、季節感も意に含めています。

「短歌は一箇の小さい緑の古宝

玉である」と言った白秋の新鮮

な歌風が感じられます。

そこで、１００周年に因んで、白秋の「桐の花」の世界を

知っていただこうと、写真展を開くことにいたしました。下記

の要領で募集しますので、多くの皆様のご応募をお待ちしてお

ります。（左上写真は福原達人氏撮影）
★ 募集期間★ 募集期間★ 募集期間★ 募集期間

平成 2５年６月 1日（土）～２５日（火）

★ 応募応募応募応募

どなたでもご応募いただけます。

（市内外・年齢を問いません）

★ 題材題材題材題材 白秋『桐の花』にちなんだ作品白秋『桐の花』にちなんだ作品白秋『桐の花』にちなんだ作品白秋『桐の花』にちなんだ作品

① 桐の花そのもの

② 歌集『桐の花』の短歌にちなんだ

風景、静物、人物ポートレート

③ 歌集『桐の花』にある白秋のエッ

セイにちなんだもの

④ 画題を１０字以内で（記入様式有）
★ 規格規格規格規格

①４ツ切またはＡ４版単写真

②作品はすべてプリントで。

③カラー、モノクロ可

★ 展示場所・期間展示場所・期間展示場所・期間展示場所・期間

北原白秋記念館ロビー北原白秋記念館ロビー北原白秋記念館ロビー北原白秋記念館ロビー

平成２５年７月１日～３１日平成２５年７月１日～３１日平成２５年７月１日～３１日平成２５年７月１日～３１日【応募・問い合わせ先】
北原白秋記念館北原白秋記念館北原白秋記念館北原白秋記念館（〒８３２８３２８３２８３２－－－－ 0065）柳川市沖端町５５－１

TEL（０９４４）７３－８９４０（０９４４）７３－８９４０（０９４４）７３－８９４０（０９４４）７３－８９４０、 FAX（０９４４）７４－３８１０（０９４４）７４－３８１０（０９４４）７４－３８１０（０９４４）７４－３８１０

白秋第一歌集『桐の花』白秋第一歌集『桐の花』白秋第一歌集『桐の花』白秋第一歌集『桐の花』発刊発刊発刊発刊１００１００１００１００周年記念周年記念周年記念周年記念

ロビーロビーロビーロビー写真展写真展写真展写真展へのへのへのへの応募応募応募応募のおのおのおのお誘誘誘誘いいいい

★ 注意事項（１）裏面の応募用紙を同封してください。（２）作品は、お返しいたしません。（３）作品が題材にそぐわない時は、展示できないこともありますのでご了承ください。（４）転用写真は、展示しません。（５）肖像権の問題が発生しないように被写体となる方の同意を得てください。（６）送料は、応募者の負担でお願いします。（７）展示した作品の作者には粗品進呈。
白秋によるカット



応募用紙応募用紙応募用紙応募用紙ふりがな
応 募 者 名応 募 者 名応 募 者 名応 募 者 名

年齢 才〒
応募者住所応募者住所応募者住所応募者住所（連絡先電話／ＦＡＸ） ／
作品の題名作品の題名作品の題名作品の題名（１０字以内で）
撮影の記録撮影の記録撮影の記録撮影の記録 撮影日 撮影場所応募に添える

コメントコメントコメントコメント（５０字以内で） 切り取り線※ 応募用紙に記入されたことは、展示事務以外には使用いたしません。【参考にしてください】
『桐の花』の装幀、挿絵すべてが白秋自身の手によるものです。

『桐の花』には、ヒヤシンス、チューリップ、アマリリス、サ

フランなどの花も多く出てきます。

夏帽子瀟洒夏帽子瀟洒夏帽子瀟洒夏帽子瀟洒につけてにつけてにつけてにつけて身身身身をやつすをやつすをやつすをやつす若若若若きききき紳士紳士紳士紳士のののの白百合白百合白百合白百合のののの花花花花
夏夏夏夏よよよよ夏夏夏夏よよよよ鳳仙花鳳仙花鳳仙花鳳仙花ちらしちらしちらしちらし走走走走りゆくりゆくりゆくりゆく人力車夫人力車夫人力車夫人力車夫にしばしかがやけにしばしかがやけにしばしかがやけにしばしかがやけ
ロンドンのロンドンのロンドンのロンドンの悲悲悲悲しきしきしきしき言葉耳言葉耳言葉耳言葉耳にありにありにありにあり花赤花赤花赤花赤ければければければければ命短命短命短命短しししし

また、ランボーやモーパッサンなど外国の文学人も登場します。フランス文

学への憧憬もあったのでしょう。

南風南風南風南風モウパツサンがをみなモウパツサンがをみなモウパツサンがをみなモウパツサンがをみな子子子子のふくらのふくらのふくらのふくら脛吹脛吹脛吹脛吹くよきくよきくよきくよき愁吹愁吹愁吹愁吹くくくく
そぞろあるきそぞろあるきそぞろあるきそぞろあるき煙草煙草煙草煙草くゆらすつかのまもくゆらすつかのまもくゆらすつかのまもくゆらすつかのまも哀哀哀哀しからずやわかきラムボオしからずやわかきラムボオしからずやわかきラムボオしからずやわかきラムボオ

当時としては珍しいココア、サラダ、ナイフ、セエリー、ジンなど洋食（酒）

にまつわるものとともに、ソナタ、アリア、ワルツなど西洋音楽や楽器に関す

る名前も多く出てきます。

やわらかきかなしみきたるジンのやわらかきかなしみきたるジンのやわらかきかなしみきたるジンのやわらかきかなしみきたるジンの酒酒酒酒とりてふくめばかなしみきたるとりてふくめばかなしみきたるとりてふくめばかなしみきたるとりてふくめばかなしみきたる
やわらかにやわらかにやわらかにやわらかに誰誰誰誰がががが喫喫喫喫みさししみさししみさししみさしし珈琲珈琲珈琲珈琲ぞぞぞぞ紫紫紫紫のののの吐息吐息吐息吐息ゆるくのぼれるゆるくのぼれるゆるくのぼれるゆるくのぼれる
よきよきよきよき椅子椅子椅子椅子にににに黒黒黒黒きききき猫猫猫猫さへさへさへさへ来来来来てなげくてなげくてなげくてなげく初夏晩春初夏晩春初夏晩春初夏晩春のののの濃濃濃濃きココアかなきココアかなきココアかなきココアかな
にほやかにトロムボーンのにほやかにトロムボーンのにほやかにトロムボーンのにほやかにトロムボーンの音音音音はははは鳴鳴鳴鳴りぬりぬりぬりぬ君君君君とととと歩歩歩歩みしあとのみしあとのみしあとのみしあとの思思思思ひひひひ出出出出

これらは、当時にあって白秋の西欧風のロマンティシズムや外来のモ

ダンな感覚と嗜好とも言えるでしょう。

「哀傷篇」の中扉裏にある「罪びとソフィーに贈る「三八七」番」とは、ど

んな意味なのでしょうか。恋愛下獄事件の後、妻になる松下俊子のことです。

三八七番は、白秋の収監番号なのです。

俊子にかかわるであろう歌は、次のようなものがあります。

人妻人妻人妻人妻のすこしのすこしのすこしのすこし汗汗汗汗ばみばみばみばみ乳乳乳乳しぼるしぼるしぼるしぼる硝子杯硝子杯硝子杯硝子杯（（（（コップコップコップコップ））））のふちのなつかしきかなのふちのなつかしきかなのふちのなつかしきかなのふちのなつかしきかな
すつきりとすつきりとすつきりとすつきりと筑前博多筑前博多筑前博多筑前博多のののの帯帯帯帯をしめをしめをしめをしめ忍忍忍忍びびびび来来来来しししし夜夜夜夜のののの白白白白ゆりのゆりのゆりのゆりの花花花花
君君君君かへすかへすかへすかへす朝朝朝朝のののの舗石舗石舗石舗石（（（（しきいししきいししきいししきいし））））さくさくとさくさくとさくさくとさくさくと雪雪雪雪よよよよ林檎林檎林檎林檎のののの香香香香のごとくふれのごとくふれのごとくふれのごとくふれ
雪雪雪雪のののの夜夜夜夜のののの紅紅紅紅きゐろりにすりきゐろりにすりきゐろりにすりきゐろりにすり寄寄寄寄りつりつりつりつ人妻人妻人妻人妻とわれととわれととわれととわれと何何何何とすべけむとすべけむとすべけむとすべけむ
つかのまもつかのまもつかのまもつかのまも君君君君をををを見見見見ずてはずてはずてはずては抑抑抑抑へがたきかなしきへがたきかなしきへがたきかなしきへがたきかなしき狐狐狐狐つきそめにけりつきそめにけりつきそめにけりつきそめにけり


